
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ブラッシュアップ講座」 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和７年９月２日（火）１３：２０～１６：００ 

○会 場：南相馬合同庁舎４０１会議室（福島県南相馬市原町区錦１丁目３０） 

○参加者：小学校教諭７名、中学校教諭４名  合計１１名 

○内 容：講 義「パフォーマンステストに向けた評価規準の作成について」 

        演 習「模擬授業・単元計画の作成」等 

 

 

○ 外国語の研修は、いつも演習が多く、授業づくりや単元についても分かり 

やすく教えていただけるので、前向きに取り組める。 

○ 見通しをもった単元の構想・作成の仕方について学ぶことができた。また、 

児童生徒が自分事として取り組めるような目的の設定、「英語を使って 

みよう」という場をつくることをこれから意識していきたい。 

○ 単元を通して評価を考える視点は外国語だけでなく他の教科にも通じ 

る見方だと感じた。 

○ 単元計画を作成したが、まだまだ内容に改善が必要だと感じた。今回の 

研修で自分に足りない部分を知ることができたので、今後の単元計画でレ 

ベルアップを図りたい。 

【研修のまとめ】 
 

○ 英語教育実施状況調査の結果から、「生徒（児童）の英語力」と「生徒（児童）の英語による言語活

動」には相関関係が見られている。このことから、児童生徒が言語活動に主体的に取り組めるような目的や場

面、状況等を設定し、言語活動を豊かにしていくことが重要であること。 

○ 評価は教師の指導改善、児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと。このことを踏まえ、単元のゴ

ールを明確にし、適宜パフォーマンス評価を位置付けていくこと。 

○ 指導計画、評価計画の作成において、必要な情報のプロンプトを入力すれば、AI（Gemini）を活用して

作成できること。その際、適切な内容となっているか出力された資料の確認を行うこと。 

○ 模擬授業や演習を通して学んだことを、自身の授業づくりに生かすこと。 

 研修の感想
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